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地球上の生きものたち地球上の生きものたち地球上の生きものたち地球上の生きものたちにににには、海は、海は、海は、海の中でシロナガスの中でシロナガスの中でシロナガスの中でシロナガスクジラ・クジラ・クジラ・クジラ・ザトウクジラ・マザトウクジラ・マザトウクジラ・マザトウクジラ・マイルカ・イルカ・イルカ・イルカ・

バンドイルカ・マダライルカ・バンドイルカ・マダライルカ・バンドイルカ・マダライルカ・バンドイルカ・マダライルカ・シャチ・アザラシ・アシカ・ジンべエザメ・カツオ・クロマグシャチ・アザラシ・アシカ・ジンべエザメ・カツオ・クロマグシャチ・アザラシ・アシカ・ジンべエザメ・カツオ・クロマグシャチ・アザラシ・アシカ・ジンべエザメ・カツオ・クロマグ

ロ・キハダマグロ・メバチマグロ・ビンナガマグロ・クロ・シロカジキ・ロ・キハダマグロ・メバチマグロ・ビンナガマグロ・クロ・シロカジキ・ロ・キハダマグロ・メバチマグロ・ビンナガマグロ・クロ・シロカジキ・ロ・キハダマグロ・メバチマグロ・ビンナガマグロ・クロ・シロカジキ・マカ・メカジキ・バマカ・メカジキ・バマカ・メカジキ・バマカ・メカジキ・バ

ショウカジキショウカジキショウカジキショウカジキと、海鳥としてと、海鳥としてと、海鳥としてと、海鳥としてははははカモメ・カモメ・カモメ・カモメ・ウミネコ・ウミネコ・ウミネコ・ウミネコ・ハシボソミズナギドリハシボソミズナギドリハシボソミズナギドリハシボソミズナギドリ等や、陸上の河等や、陸上の河等や、陸上の河等や、陸上の河

川・湖沼では、淡水魚・川・湖沼では、淡水魚・川・湖沼では、淡水魚・川・湖沼では、淡水魚・ニジマス・ヤマメ・アマゴ・ニジマス・ヤマメ・アマゴ・ニジマス・ヤマメ・アマゴ・ニジマス・ヤマメ・アマゴ・エビエビエビエビ類類類類・カニ類の水棲種の多種・カニ類の水棲種の多種・カニ類の水棲種の多種・カニ類の水棲種の多種多様多様多様多様

の種の種の種の種種種種種が生息しているが生息しているが生息しているが生息している。。。。    

海の汚染物質はプランクトンを汚染し、そのプランクトンを捕食する小魚によって海の汚染物質はプランクトンを汚染し、そのプランクトンを捕食する小魚によって海の汚染物質はプランクトンを汚染し、そのプランクトンを捕食する小魚によって海の汚染物質はプランクトンを汚染し、そのプランクトンを捕食する小魚によって

更に濃縮され、次に中型魚、アザラシ・イルカ更に濃縮され、次に中型魚、アザラシ・イルカ更に濃縮され、次に中型魚、アザラシ・イルカ更に濃縮され、次に中型魚、アザラシ・イルカ類類類類といった順に体内で汚染物質の濃度といった順に体内で汚染物質の濃度といった順に体内で汚染物質の濃度といった順に体内で汚染物質の濃度

をををを徐々に上昇させている。この現象を生態徐々に上昇させている。この現象を生態徐々に上昇させている。この現象を生態徐々に上昇させている。この現象を生態濃縮といわれている。これらのプロセスに濃縮といわれている。これらのプロセスに濃縮といわれている。これらのプロセスに濃縮といわれている。これらのプロセスに

よって南極海のアザラシやペンギンよって南極海のアザラシやペンギンよって南極海のアザラシやペンギンよって南極海のアザラシやペンギンたちたちたちたちは海水の１０００倍から１００００倍の水銀・カは海水の１０００倍から１００００倍の水銀・カは海水の１０００倍から１００００倍の水銀・カは海水の１０００倍から１００００倍の水銀・カ

ドミウㇺ を体内に蓄積している。北太平洋ドミウㇺ を体内に蓄積している。北太平洋ドミウㇺ を体内に蓄積している。北太平洋ドミウㇺ を体内に蓄積している。北太平洋のイルカや海鳥は、海水の１０万倍から１０のイルカや海鳥は、海水の１０万倍から１０のイルカや海鳥は、海水の１０万倍から１０のイルカや海鳥は、海水の１０万倍から１０

０万倍の水銀・カドミウムを、１０００万倍のＰＣＢなどを体内に蓄積している。化学物０万倍の水銀・カドミウムを、１０００万倍のＰＣＢなどを体内に蓄積している。化学物０万倍の水銀・カドミウムを、１０００万倍のＰＣＢなどを体内に蓄積している。化学物０万倍の水銀・カドミウムを、１０００万倍のＰＣＢなどを体内に蓄積している。化学物

質から隔絶された南北極地方でも汚染に深刻化している。質から隔絶された南北極地方でも汚染に深刻化している。質から隔絶された南北極地方でも汚染に深刻化している。質から隔絶された南北極地方でも汚染に深刻化している。    

世界自然保護基金（ＷＷＦ）によると、海水温の上昇による世界自然保護基金（ＷＷＦ）によると、海水温の上昇による世界自然保護基金（ＷＷＦ）によると、海水温の上昇による世界自然保護基金（ＷＷＦ）によると、海水温の上昇によるサンゴサンゴサンゴサンゴの死滅等、地球の死滅等、地球の死滅等、地球の死滅等、地球

温暖化による影響はすでに表われているという、一酸化炭素削減を世界に呼びかけ温暖化による影響はすでに表われているという、一酸化炭素削減を世界に呼びかけ温暖化による影響はすでに表われているという、一酸化炭素削減を世界に呼びかけ温暖化による影響はすでに表われているという、一酸化炭素削減を世界に呼びかけ

ている。珊瑚は１～２℃の海水温の上昇で死滅する。さらに北極海に近い北米ではている。珊瑚は１～２℃の海水温の上昇で死滅する。さらに北極海に近い北米ではている。珊瑚は１～２℃の海水温の上昇で死滅する。さらに北極海に近い北米ではている。珊瑚は１～２℃の海水温の上昇で死滅する。さらに北極海に近い北米では

氷が解けて、北極熊の生息氷が解けて、北極熊の生息氷が解けて、北極熊の生息氷が解けて、北極熊の生息できる地域が減少している。できる地域が減少している。できる地域が減少している。できる地域が減少している。    

わが国の水産庁が実施した、国内でも希少な水棲生物に関する調査ではカブトガわが国の水産庁が実施した、国内でも希少な水棲生物に関する調査ではカブトガわが国の水産庁が実施した、国内でも希少な水棲生物に関する調査ではカブトガわが国の水産庁が実施した、国内でも希少な水棲生物に関する調査ではカブトガ

二やジュゴンなど１６種が絶滅の危機にひんしている。さらにマリモやアサクサノリも、二やジュゴンなど１６種が絶滅の危機にひんしている。さらにマリモやアサクサノリも、二やジュゴンなど１６種が絶滅の危機にひんしている。さらにマリモやアサクサノリも、二やジュゴンなど１６種が絶滅の危機にひんしている。さらにマリモやアサクサノリも、

野生種は姿を消しつつあるという。野生種は姿を消しつつあるという。野生種は姿を消しつつあるという。野生種は姿を消しつつあるという。    

生きた化石と呼ばれているカブトガ二は、西日本中心が生殖地とされていたが、海生きた化石と呼ばれているカブトガ二は、西日本中心が生殖地とされていたが、海生きた化石と呼ばれているカブトガ二は、西日本中心が生殖地とされていたが、海生きた化石と呼ばれているカブトガ二は、西日本中心が生殖地とされていたが、海

岸の埋め立てが影響して急速に減少した。岸の埋め立てが影響して急速に減少した。岸の埋め立てが影響して急速に減少した。岸の埋め立てが影響して急速に減少した。    



水温の上昇に伴い、冷水性の海藻減少すると、これらを食べるアワビ、サザエ・ウ水温の上昇に伴い、冷水性の海藻減少すると、これらを食べるアワビ、サザエ・ウ水温の上昇に伴い、冷水性の海藻減少すると、これらを食べるアワビ、サザエ・ウ水温の上昇に伴い、冷水性の海藻減少すると、これらを食べるアワビ、サザエ・ウ

二等が減少し、日本人好みのウ二等が減少し、日本人好みのウ二等が減少し、日本人好みのウ二等が減少し、日本人好みのウ二・二・二・二・アワビ・アワビ・アワビ・アワビ・サザエは間もなく食べ納めかもしれない。サザエは間もなく食べ納めかもしれない。サザエは間もなく食べ納めかもしれない。サザエは間もなく食べ納めかもしれない。    

更には大規模なエル二更には大規模なエル二更には大規模なエル二更には大規模なエル二----二ョ現象で、海流が一変し、マグロ・カツオ・カジキ類も、二ョ現象で、海流が一変し、マグロ・カツオ・カジキ類も、二ョ現象で、海流が一変し、マグロ・カツオ・カジキ類も、二ョ現象で、海流が一変し、マグロ・カツオ・カジキ類も、    

    



    

    

    

    



東太平洋赤道域を中心に１９９４年冬、海水温が異常に上昇する大規模なエルニ東太平洋赤道域を中心に１９９４年冬、海水温が異常に上昇する大規模なエルニ東太平洋赤道域を中心に１９９４年冬、海水温が異常に上昇する大規模なエルニ東太平洋赤道域を中心に１９９４年冬、海水温が異常に上昇する大規模なエルニ----

ニョ現象が起きている。１９９３ニョ現象が起きている。１９９３ニョ現象が起きている。１９９３ニョ現象が起きている。１９９３年１０月～１２月の海洋観測では、太平洋熱帯域の海年１０月～１２月の海洋観測では、太平洋熱帯域の海年１０月～１２月の海洋観測では、太平洋熱帯域の海年１０月～１２月の海洋観測では、太平洋熱帯域の海

面が通常より１０～２０ｃｍ上昇、海面が通常より１０～２０ｃｍ上昇、海面が通常より１０～２０ｃｍ上昇、海面が通常より１０～２０ｃｍ上昇、海面近くの大きな範囲に暖水域が広がり、水温約面近くの大きな範囲に暖水域が広がり、水温約面近くの大きな範囲に暖水域が広がり、水温約面近くの大きな範囲に暖水域が広がり、水温約

３℃高い３℃高い３℃高い３℃高い。。。。１９５０年から１９８１９５０年から１９８１９５０年から１９８１９５０年から１９８９年の間、世界の漁獲量は五倍に増加９年の間、世界の漁獲量は五倍に増加９年の間、世界の漁獲量は五倍に増加９年の間、世界の漁獲量は五倍に増加、、、、1989198919891989 年に年に年に年に 1111 憶憶憶憶

トンでピトンでピトンでピトンでピ----クのクのクのクの 1991199119911991 年には６％も減少。この原因年には６％も減少。この原因年には６％も減少。この原因年には６％も減少。この原因は、機械化・は、機械化・は、機械化・は、機械化・大型の大型の大型の大型の漁漁漁漁網網網網等の新技術等の新技術等の新技術等の新技術

の導入による乱獲であの導入による乱獲であの導入による乱獲であの導入による乱獲であろうろうろうろう。。。。    

海の生物の生態系を壊すものとして、最も大きいのは海の生物の生態系を壊すものとして、最も大きいのは海の生物の生態系を壊すものとして、最も大きいのは海の生物の生態系を壊すものとして、最も大きいのはプランクとの減少である。そプランクとの減少である。そプランクとの減少である。そプランクとの減少である。そ

のプランクトンの激減の要因は何のプランクトンの激減の要因は何のプランクトンの激減の要因は何のプランクトンの激減の要因は何か、海洋汚染とオゾン層の破壊による紫外線か、海洋汚染とオゾン層の破壊による紫外線か、海洋汚染とオゾン層の破壊による紫外線か、海洋汚染とオゾン層の破壊による紫外線 BBBB、そ、そ、そ、そ

れに地球温暖化がれに地球温暖化がれに地球温暖化がれに地球温暖化が影響影響影響影響しているしているしているしている。。。。微生物が激減すると、小魚が生き微生物が激減すると、小魚が生き微生物が激減すると、小魚が生き微生物が激減すると、小魚が生きない。ない。ない。ない。それを捕それを捕それを捕それを捕

食する大型魚も生存できない。勿論、ヒトの生活にも影響を食する大型魚も生存できない。勿論、ヒトの生活にも影響を食する大型魚も生存できない。勿論、ヒトの生活にも影響を食する大型魚も生存できない。勿論、ヒトの生活にも影響を及ぼすのである。及ぼすのである。及ぼすのである。及ぼすのである。    

米カリフォルニア州沖の太平洋では、最近略４０年間米カリフォルニア州沖の太平洋では、最近略４０年間米カリフォルニア州沖の太平洋では、最近略４０年間米カリフォルニア州沖の太平洋では、最近略４０年間、海水温の上昇、海水温の上昇、海水温の上昇、海水温の上昇（（（（１．１～１．１．１～１．１．１～１．１．１～１．

７℃）が関係し７℃）が関係し７℃）が関係し７℃）が関係し、動物プランクトンの数量が８０％も減少した、動物プランクトンの数量が８０％も減少した、動物プランクトンの数量が８０％も減少した、動物プランクトンの数量が８０％も減少した。。。。海面近くでは温度上昇海面近くでは温度上昇海面近くでは温度上昇海面近くでは温度上昇

が生じ、が生じ、が生じ、が生じ、深い部分との海水密度差が大きくなり、深海の栄養分が海面に上昇しにくく深い部分との海水密度差が大きくなり、深海の栄養分が海面に上昇しにくく深い部分との海水密度差が大きくなり、深海の栄養分が海面に上昇しにくく深い部分との海水密度差が大きくなり、深海の栄養分が海面に上昇しにくく

なったことが原因と推定なったことが原因と推定なったことが原因と推定なったことが原因と推定される。プランクトンを摂餌するイワシ・サバ・カツオ・マグロされる。プランクトンを摂餌するイワシ・サバ・カツオ・マグロされる。プランクトンを摂餌するイワシ・サバ・カツオ・マグロされる。プランクトンを摂餌するイワシ・サバ・カツオ・マグロ

類等の水産資源も大きく影響を受け、プランクトン５％減少すると、餌としてい類等の水産資源も大きく影響を受け、プランクトン５％減少すると、餌としてい類等の水産資源も大きく影響を受け、プランクトン５％減少すると、餌としてい類等の水産資源も大きく影響を受け、プランクトン５％減少すると、餌としている魚のる魚のる魚のる魚の

量も６～９％減るという。この結果、クジラ類も絶滅し、量も６～９％減るという。この結果、クジラ類も絶滅し、量も６～９％減るという。この結果、クジラ類も絶滅し、量も６～９％減るという。この結果、クジラ類も絶滅し、食物連鎖の破壊が始まる食物連鎖の破壊が始まる食物連鎖の破壊が始まる食物連鎖の破壊が始まる。。。。    

    近年、近年、近年、近年、これらの生きものたちが海洋環境汚染・これらの生きものたちが海洋環境汚染・これらの生きものたちが海洋環境汚染・これらの生きものたちが海洋環境汚染・漁業による漁業による漁業による漁業による漁獲強度・地球温暖化漁獲強度・地球温暖化漁獲強度・地球温暖化漁獲強度・地球温暖化

等々等々等々等々が原因にが原因にが原因にが原因によよよよってってってって資源的に資源的に資源的に資源的に滅びつつある滅びつつある滅びつつある滅びつつある日が近づいて日が近づいて日が近づいて日が近づいていいいいるるるる。。。。これらの海洋・陸水これらの海洋・陸水これらの海洋・陸水これらの海洋・陸水

の生きものたちのの生きものたちのの生きものたちのの生きものたちの、、、、永久・保護・保存永久・保護・保存永久・保護・保存永久・保護・保存する理由する理由する理由する理由はははは再生再生再生再生のののの生態系生態系生態系生態系が提供する「自然の恵が提供する「自然の恵が提供する「自然の恵が提供する「自然の恵

みの幸」みの幸」みの幸」みの幸」をををを将来にわたり将来にわたり将来にわたり将来にわたり量的量的量的量的確保することである。自然の恵みは全ての人々が採集・確保することである。自然の恵みは全ての人々が採集・確保することである。自然の恵みは全ての人々が採集・確保することである。自然の恵みは全ての人々が採集・

漁労漁労漁労漁労にににによよよより経済を成り経済を成り経済を成り経済を成立立立立ししししたたたた太古の太古の太古の太古の時代時代時代時代から、財としての食糧・燃料・建材・医薬原料から、財としての食糧・燃料・建材・医薬原料から、財としての食糧・燃料・建材・医薬原料から、財としての食糧・燃料・建材・医薬原料

等、サ等、サ等、サ等、サ----ビビビビスとしての健全な水産資源の維持・管理や水と大気を清浄に保持作用スとしての健全な水産資源の維持・管理や水と大気を清浄に保持作用スとしての健全な水産資源の維持・管理や水と大気を清浄に保持作用スとしての健全な水産資源の維持・管理や水と大気を清浄に保持作用、多、多、多、多

くの人々に安らぎと感動を与えるくれる作用、子供たちを心身とも健全に育つ作用等くの人々に安らぎと感動を与えるくれる作用、子供たちを心身とも健全に育つ作用等くの人々に安らぎと感動を与えるくれる作用、子供たちを心身とも健全に育つ作用等くの人々に安らぎと感動を与えるくれる作用、子供たちを心身とも健全に育つ作用等

の機能をあげるの機能をあげるの機能をあげるの機能をあげることができることができることができることができる。。。。                                
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１）１）１）１）    デデデデ----タガイド地球環境、青木書店（１９９３）：本間タガイド地球環境、青木書店（１９９３）：本間タガイド地球環境、青木書店（１９９３）：本間タガイド地球環境、青木書店（１９９３）：本間    慎監修慎監修慎監修慎監修    

２）２）２）２）    地球温暖化を防ぐ、岩波新書（１９９７）地球温暖化を防ぐ、岩波新書（１９９７）地球温暖化を防ぐ、岩波新書（１９９７）地球温暖化を防ぐ、岩波新書（１９９７）::::佐和隆光著佐和隆光著佐和隆光著佐和隆光著    

３）３）３）３）    地球温暖化と自然再生ボランティア活動、海鳴メ地球温暖化と自然再生ボランティア活動、海鳴メ地球温暖化と自然再生ボランティア活動、海鳴メ地球温暖化と自然再生ボランティア活動、海鳴メ----ルマガジン１６号（２０ルマガジン１６号（２０ルマガジン１６号（２０ルマガジン１６号（２０９９９９））））：：：：岩崎行伸著岩崎行伸著岩崎行伸著岩崎行伸著    

４）４）４）４）    生物多様性の保全と水産開発、海鳴メ生物多様性の保全と水産開発、海鳴メ生物多様性の保全と水産開発、海鳴メ生物多様性の保全と水産開発、海鳴メ----ルマガジン２０号ルマガジン２０号ルマガジン２０号ルマガジン２０号：：：：（２０（２０（２０（２０１０１０１０１０）：）：）：）：岩崎行伸著岩崎行伸著岩崎行伸著岩崎行伸著    
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